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●今月の聖句　　｢希望はわたしたちを欺くことがありません。わたしたちに与えられた聖霊によっ 
　　　　　　　　 て、神の愛がわたしたちの心に注がれているからです。」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマの信徒への手紙　第5章5節 

　 『 インド基金事業に思う 』 

●4月在籍者３７名 
　　　　　　　　　　第１例会　　　 第2例会 
　　メンバー　　　　　３４名　　　　２６名 
　　メネット　　　　　　０名　　　  　 ０名 
　　コメット　　　　　　０名　　　　　０名 
　　ゲスト　　　　　　　１名　　　　　１名 
　　ビジター　　　　　　０名　　　　　０名 
●月間メイキャップ者数　　　　　　　　２名 
●4月月間出席率　　　　　　　　　    94.6％ 
●BFポイント 
　  4月分　切手　　　０pt　　累計　　　０pt 
　　　　　 現金108,000円　   累計108,000円 
●ニコニコ 
　4月分　　　 21,005円　　累計　131,007円 
●ファンド 
　4月分　　　 25,000円　　累計　657,274円 

DATA　OF　APRIL

相互理解と敬愛の思いに結ばれた人々が、
共に働く活発な奉仕活動を通じて、リーダ
ーシップの開発、助長、供給に尽力するこ
とが、我々ワイズメンズクラブの究極の目
標と理解いたしましょう。 

5月の強調テーマ 

インド基金事業委員長　山岸　裕明 

　インドランチクラブとのIBC締結をきっかけに、このインド基金
事業は立ち上がった。 
    ランチ周辺の貧しい村々の子供達の教育プログラム（先生をはじ
め職員の給料、昼食代、制服、教材代等）や、職業訓練センターへ
の支援等の使途指定の国際協力という、他クラブには例を見ない大
きな意味での国際的な奉仕活動事業であると思います。 
私もここ数年の間に、先輩の話を聞き、またランチＹＭＣＡ元総主
事ナイクさんや現総主事サンガさんとミーティングする機会を得、
以前の様に北欧をはじめ他国からも送金が潤沢に有った時に比べ、
ウイングからの送金の重さを痛感するに到っています。ましてやイ
ンドへ行って子供達を目の当たりにしているメンバーは、よりいっ
そう心に思うところが私以上に有るに違いありません。 
　ただ、そんなインド基金に対する強い思いを、それぞれがそれぞれなりに持っている事は
確かだと思うのですが、やはり１０年以上の年月が流れ、初期の頃の主旨や内容そして情熱
がウイングサイドとして少し違ってきている。相手のランチＹＭＣＡやその向こうの子供達
は何も変わっていないかもしれません。そして送金の金額も難とか３５万円をキープし変わ
っていない様に見えるかもしれません。でも簡単に寄付金を集金する、紅茶を漠然と販売す
る（場合によっては無理やり販売する）。やもすればファンド委員会の延長線上のインド向
けのファンド益を集めているようなことになっていないだろうか？ 
　メンバー一人一人の金銭的負担もさることながら、元来の主旨を今一度思い返す時期に来
ているのかもしれません。 
　協力的な他クラブと共同事業の位置付けで『基金』と言う名のもとでスタートしたインド
基金事業も今は単なる「ファンド事業」か「募金事業」なっているような気もします。 
　本当のインドをもっと外へ広く知らしめる方法を、そして紅茶又はそれ以外の商品も含め
より良く負担無く収益を上げる方法を、インド基金事業が真に『基金』らしく成り立ってい
く方法を、もう一度ウイングクラブ全員で考えていくべきだと、今期委員長をもうすぐ終わ
ろうとする時期になって改めて思います。 

大野嘉宏理事 
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第1例会 

今後の発展に向けて 

　　I B C ア ワ ー  
　　4月1日（木）　久後　勝巳 

　４月第一例会のメインプログラムは、「IBCアワー、訪韓報

告会」ということで銀屋委員長より、いろんなエピソードを含

めて報告がありました。 

　現状では、我がウイングクラブよりも金浦クラブの方が、親

交に関して意欲が高い点、また親交を深めるためのホームステ

イの受け入れ希望者の少なさや言語、コミュニケーションの難

しさ等々、この先の問題が明るみに出ました。 

　障害が色々とありますが、まずウイングクラブのそれぞれの

メンバーと金浦クラブのメンバーの意識の温度差の解消が、私 

は一番大切なのかなと感じます。スムーズなIBCを達成するた

めに、個々一人一人が、韓国に興味を持ち、言葉に関心を示し、

相手を受け入れそして相手を知ろうという気持ちを継続して持

つ事が必要だと思います。 

　自分に言い聞かせております。 

京都ＹＭＣＡリトリートセンター 
京都ＹＭＣＡ創立１００周年記念･新研修等･宿泊等完成記念 

『第五回夜桜フェスタ』 
　　4月18日（日）　篠原　寿一 

　４月１８日(日)少し汗ばむぐらいの初夏を思わせるような晴

天の中、午後４時から京都ＹＭＣＡ１００周年を記念して建設

された研修棟、宿泊棟の献堂式が行われ１００周年募金より３、

０００万円の予算で、会員各の皆さんのご協力により立派な施

設が完成しました。 

　これを記念した夜桜フェスタが午後５時より開始、ウイング

は恒例、田中一夫シェフによるチーズフォンデュとフランクフ

ルト今回は、一夫シェフの調子が今ひとつで、交代した大田シ

ェフによるチーズフォンデュもなかなかのものでした、フラン

クフルトは好評で１６０本は１時間も立たないうちの完売して

しまいまた。次回はもう少し本数を増やしたほうが良かったの

では･･･何はともあれ例年にも増して満開の八重桜のライトア

ップは感無量で、それに加えて音楽と、ダンスと、おしゃべり

で、大いに盛り上がったのは言うまでもありません。 

新館完成！ 

熱い討論？ 

第2例会 

おいしく焼けました！ 

　　 
ドライバーアワー「事業委員会のありかたについて」  

4月15日（木）　木村　充博 

　篠原さんの司会で始まった、事業委員会のあり方について。

ドライバー、Ｙサ、地域、ＥＭＣ、等など色々な委員会の話に

なりました。高田ドライバー委員長の「クラブは委員会が基盤

として成り立っている！各委員会の活性化がクラブ全体の活性

化に繋がる！」と力強い意見から始まりました。例会で全員に

役員会で決まった事を伝えるのも不可能だしまた、メンバー個

人、個人の交流の場として、委員会の重要性を感じさせられま 

した。委員会に付いてウイングメンバーが真剣にいろんな意見

があり、討論されてあっという間に時間がすぎましたが、その

中で飛び出した意見の一つに、家で委員会をするとメネットも

含めた輪になる！色々な一面が見える！その他色々な今村さん

の意見。今村さんのスピーチや意見を聞く度に頭の良さ、器量

のでかさを感じさせられます。ウイングクラブの発展の為メネ

ットの皆様に頑張っていただきましょう。 


